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神奈川県を対象としたデジタル地盤区分図作成に関する研究
- その4.凡例の統合化によるデジタル地形 ･地質図の作成結果 一
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1.はじめに
兵庫県南部地震,鳥取県西部地震,新潟県中越地震な
どの地震災害において,広域災害のほかに局所災害の実
態が明らかになりつつある｡この局所災害は,構造物の
下位にある地盤や地質が反映されており,地盤情報の有
効活用が望まれているO今回のGISデータベース化では,
いわゆる建築地盤に限定することなく,地盤の形成背景
となる地質情報も考慮できるようにするため,地質背景
の組み込みを試みる｡
本報では,神奈川県内全域にまたがる複数枚の地質図
から,領域横断的ツールとして汎用性のあるGISデータの
作成のために,それぞれの凡例 (層序)をどのように対
応させた,活用するための手法と作成結果を報告する｡
2.地質図間の凡例対比
神奈川県全域の表層地質図のGISデータ化にあたっては,
まず各図版のもっとも細かい層序をGISデータとしての最
小単位 とする｡次に,各表層地質図の層序を対比し,凡
例を統一表記 LGISマップの簡易化を行い,GIS上での地
質図データの適正化を進めていく必要がある｡
本報のGISデータは,それぞれ, ｢横須賀 ･三崎｣,
｢八王子｣, ｢横浜 ･東京西南部 ･東京東南部 ･木更
津｣, ｢上野原 ･五日市｣, ｢小田原 ･熱海 ･御殿場｣,
｢秦野 ･山中湖｣, ｢藤沢 ･平塚｣の国土地理院から発
行されたもので,縮尺は1/50000の表層地質図7枚を使用し
た｡
通常,5万分の 1程度の地質図の凡例は,図版 (也
域)毎に異なる｡これより小さなこれまでの編纂地質図
では,それぞれの対比は主として地質年代別区分を基本
として行われて,紙面の都合上から凡例の数が少ないの
が従来の手法である｡
3.対比結果と課題
地質図の凡例には, ｢泥｣, ｢砂｣などの物質による
分類のほか,地層が形成された堆積環境 (扇状地,後背
湿地,湖沼,および前弧海盆など)を反映しており,さ
らに変成 ･変形作用など堆積後の地質造構作用による変
化も含まれている｡これまでのGISにおける地質情報は,
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これらの詳細情報をほとんど考慮せずに地盤情報を主体
として使用させてきている｡
本報でも,年代による対比に加えて,より正確に地質
分類による対比が行えるように詳細項目 (表-1参照)も設
定した｡なお,表層地質図上で凡例の記載のない部分に
ついては,他文献のコンパイルと現地調査による判別を
行っている｡表-2に示すように年代区分については,通常
の地質図と同じように幅を持たせることにしている｡す
なわち,時代 1から時代 2までの年代が地層の年代の凡
例となる｡ただし,ここでは地質年代の名称について,
これまで工学となじみの深い呼び方を用いている｡
表-1 凡例の詳細項目
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表-2 凡例の年代区分
暗代 l 時代2 凡例
現世 現世 00 00 0000
第四紀 完新世 01 01 0101
笥四紀 01 02 0102
第凸紀 更新世 02 02 0202
02 03 0203
新第三紀 鮮新世 03 03 0303
新第三紀 03 04 0304
新笥三紀 中新世 04 04 0404
04 05 0405
古第三煮己 :,a, 05 05 0505
古第三克己 05 06 0506
古第三紀 始新世 06 06 0606
古第三紀 06 07 0607
古第三克己 暁新世 07 07 0707
07 08 0708
白亜紀 08 08 0808
表-3に実際に7枚の地質図の凡例を対比させた状態の一
部を示す｡表 1より,関東ローム層など,広域火山灰層
などは,これまで通 りに時間軸を合わせるのに役に立っ
ていることがわかる｡
表-3 神奈川県内地質図の凡例対比例
StudyonmakingofdetaileddigitalsoilclassificationmapinKanagawaPrefecture.- EnomotoT.,HorikawaK.,KobayashiD･,
Part4Resultofdigitalgeographicalmapandgeologicalmapwitharrangedlegends- ShenJ.,KugimlyaY.,YamamotoT.
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泥岩,砂岩,磯岩など同時異相 (同一時間面にあ りな
がら異なる堆積相を示す)を示すものは,
同じ時代,同 じ岩相であっても,現在までの履歴が異
なる場合がある｡その良い例 として,葉山層群など付加
体堆積物や花園岩類の貫入により接触変成作用を受けた
丹沢層群の泥岩,砂岩などが上げられるO これ らは,全
くもってその性質が変化 していることが多い｡
箱根火山の岩石はそれほど変化に富むことはないが,
それぞれ噴出した溶岩 ドー ムの順番に凡例がつけられて
いる｡通常,同じ岩石であっても先に噴出した溶岩 ドー
ムほど,後の溶岩 ドー ムの活動にともな う変形や変質を
受けていることがおおく,崩壊の仕方に差があることが
おおい｡時間軸だけでなく代表的な岩相や堆積相なども
組み込む必要があるC
このような背景の基にデジタル化 された地形分類図,
表層地質図をそれぞれ図-1-図-4に示す｡
図-1 表層地質図 (ポリゴン)
拡大図
図12 表層地質図 (50mメッシュ)
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図-3 地形分類図 (ポリゴン)
一一､ 拡大図
図-4 地形分類図 (50mメッシュ)
4.おわ リに
地質図は地形図 とことな り,3次元構造 と時間軸をも
つ4次元情報をもった紙である｡今後の地質情報のGIS化
においては,より精度のよい大縮尺な地質図を用いたも
のが望まれる｡また,本GISデータを利用 して,建築や土
木,さらに環境工学-の応用が期待 される｡
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